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日中対照言語学会会報(№6３) 

2023 年 6 月 5 日（月）発行   会報担当：彭飛 竹島毅 古賀悠太郎 
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１．2023 年度第 1 回拡大理事会・会員総会議事録 

日 時：2023 年 5 月 21 日（日）16：40～17：30（第 48 回全国大会閉幕後） 

場 所：オンライン会議（Zoom） 

拡大理事会出席者：石井宏明、犬塚優司、王安、王学群、王国强、岡原嗣春、勝川裕子、 

加藤晴子、古賀悠太郎、小路口ゆみ、胡春艶、呉川、齋藤貴志、施建軍、 

下地早智子、周躍、朱鵬霄、続三義、盛文忠、曹泰和、孫依培、戴亜云、竹島毅、 

玉岡賀津雄、趙海城、張婧禕、張叢芸、張黎、丁雷、豊嶋裕子、苗芡、平山邦彦、 

藤田昌志、藤原優美、彭飛、丸尾誠、安本真弓、姚艷玲、姚暁陽、楊彩虹、吉野孝介 

(以上 40 名。50 音順、敬称略) 

[報告事項] 

（1）会員総会にて各委員会の報告が行われた。主な内容は以下の通りである。 

①研究誌編集委員会（報告者：下地早智子委員長） 

(1)学会誌第 25 号には 22 本の投稿があり、このうち受理の 18 本について査読が行われ、最終

的に 8 本が採用となったこと、(2)今号から学会誌の名称が『日中言語対照研究』に変更になる

こと、(3)さらに今号から「優秀論文賞」が創設され、現在選考中、12 月の冬季大会にて表彰が

行われることなどが報告された。 

②大会運営委員会（報告者：張黎委員長） 

(1)今回の大会も委員会メンバーなど多くの方々の協力で無事に運営できたこと、(2)一方、オ

ンライン開催に関わる技術的な問題も一部で発生したということ、(3)次回（12 月の冬季大会）

は対面・オンラインのハイブリット開催になる可能性も想定されることから、技術的な問題を

克服していくことがより重要になるということなどが報告された。 

③月例会運営委員会（報告者：施建軍委員長） 

(1)月例会の発表応募者が毎回少ないこと、(2)月例会をより魅力的なものにし、中国からも発

表に応募してもらうなど応募者を増やすことができるように提案したいことがある（「月例会」

の名称を「学術研究会」に変更するなど）ということが報告された。 

④事務運営委員会（報告者：安本真弓委員長、曹泰和委員、苗芡委員） 

(1)会計について、会計監査の結果「2022 年度決算報告は適正であった」と認められたことが

報告された（収支の状況については、下に掲載の表をご参照いただきたい）。(2)会員動向につい

て、2022 年 4 月～23 年 5 月の新入会員数が 115 名で、会員総数は 349 名、うち中国会員が 57

名になったという報告があった。 

⑤対外連携委員会（報告者：呉川委員長、姚艶玲中国分会副会長） 

中国分会としては、今後、中国と日本の大学の学術交流をより盛んにしていく、中国の会員

数の増加を図る、中国の大学と日中対照言語学会との学会・研究会の共催を目指していく、の

3 つの点を重視して仕事を進めていきたいとの考えが報告された。 

⑥広報委員会（報告者：竹島毅委員長） 

報告・連絡事項は特になしとのことであった。 

⑦特集編集委員会（報告者：王学群委員長） 

次回の特集号『中国語と日本語のやりもらい』について、現在は投稿論文 10 本が寄せられて

いるということ、さらに個別に声をかけることで何本かの論文の確保に動いているということ

が報告された。 
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（2）拡大理事会にて、彭飛会長から幾つかの提案・報告がなされた。 

①本学会は「日中対照研究」の学会であるため、各委員会のメンバーも日本人と中国人の人

数のバランスがとれることが望ましい。そのようなこともあり、各委員会においてメンバ

ーの追加・変更などの提案がある場合は迅速に伝えてほしい。 

②今後、全国大会・月例会の開催などに関して、できるだけ早く（1 か月～1 か月半前に）会

員に案内し、各会員が日程の調整をしやすいようにしていきたい。 

③昨年度、学会誌の郵送に関してハプニングが生じたため、郵送費については昨年度の予算

（支出）に記載がない。これについては、今年度の予算（支出）として処理することが了

承された。 
 

２．2023 年度第 48 回全国大会報告 

日中対照言語学会第 48 回大会は予定通り、2023 年 5 月 21 日（日）、オンラインで開催された。 

会員はもとより、非会員の方も数多く出席し、ピーク時には 170 名近くの参加者があり、多様な

研究発表と活発な討論が行われた。 

記 

日 時： 2023 年 5 月 21 日（日）9：20～16：50 

会 場： オンライン会議（zoom） 

参加費： 無料（会員、非会員共通） 

プログラム 

総合司会：岡原 丞良（関西大学） 

9：20～9：25  開会の辞：副会長 竹島 毅（大東文化大学）  

9：30～11：30  午前の部（分科会 A／分科会 B／分科会 C の 3 部制） 

【分科会 A】  

1．状況名詞「模様」および「様子」の意味的・機能的用法について  

劉 卓婷（名古屋大学・院） 

2．结果宾语类授受结构的汉日对比考察                               王 国强（北京科技大学） 

司会：王 安（法政大学） 

3．中国語の間接再帰に関する一考察                              張 雨（名古屋大学・院） 
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4．疑問詞連鎖文における疑問詞の意味機能：条件文との対照を中心に  

王 芸嬛（立命館大学） 

司会：王 学群（東洋大学） 

【分科会 B】  

1．日中両言語における事態把握に関する認知言語学的考察─ 連用形デキゴト名詞とそれに対応 

する中国語表現の比較を中心に─                            杜 沁桓（名古屋大学・院） 

2．日本語の wh-mo と中国語の wh-yěにおける否定一致項目の性質に関する考察  

付 汝青（京都外国語大学・院） 

司会：加藤 晴子（東京外国語大学） 

3．中国語“好像”構文の意味用法の記述的研究─日本語「〜ぽい」との対照を通して─ 

楊 迪（名古屋大学・院） 

4．日本語と中国語における「感動」「感激」の意味と用法の相違の考察─使用対象と感情の相違                      

  を中心として─                                      侯 遠方（京都外国語大学・院） 

司会：楊 彩虹（北海道大学） 

【分科会 C】  

1．談話連結語“不过”と“但是”の手続き的意味について─関連性理論からのアプローチ─  

秋山 咲貴子（九州大学・院） 

2．中国語の形容詞述語文の文完結について─プロミネンスの視点から─ 

鎮守 琳（関西大学・院） 

司会：安本 真弓（跡見学園女子大学） 

3．漢字「匹」の読みと用法における日中の異同               金川 幾久世（関西大学・院） 

4．法律用語における日中同形語の意味と用法の相違に関する考察  

唐 蕾（京都外国語大学・院） 

司会：豊嶋 裕子（東海大学） 

11：30～13：30    昼休憩  

13：30～14：30 基調講演 「私にとっての対照研究」                   井上 優（日本大学） 

司会：勝川 裕子（名古屋大学） 

14：40～16：35 午後の部（分科会 A／分科会 B／分科会 C の 3 部制） 

【分科会 A】  

5．从普通话与粤方言中的 使用情况探究偏离义“了”的属性       劉 士沢（名古屋大学・院） 

6．不定量表現“X＋前后”に関する認知的考察                 周 云（北九州市立大学院） 

司会：下地 早智子（神戸市外国語大学） 

7．「注視点」からみる“V着”の成立条件                         何 静（名古屋大学・院） 

司会：平山 邦彦（拓殖大学） 

【分科会 B】  

5．「受ける」の受身的意味にかかわる諸問題の考察─中国語の受け身と日本語の受け身を考え 

て─                             崔 子銘（京都外国語大学・院） 

6．話し言葉における 「かも（しれない）」の意味拡張 ─文法化と日中対照の視点から─ 

沈 章文（東北大学・院） 

司会：続 三義（東洋大学） 

7． 格助詞性複合辞「に対して」について─中国語との対照─       丁 文静（國學院大學・院） 

8．日本語格助詞「と」と 中国語の介詞“跟”と“和”の比較対照─意味用法を中心─ 

                    劉 永亮（東京都立大学）・権 鋆（東京都立大学・院） 

司会：藤川 優美（広島市立大学） 

【分科会 C】  

5．レベル別の日本語教科書の言語特徴の一考察 ─日中比較の観点から─  

 劉 婧怡（九州大学・院） 
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6．『綜合日語』教材語彙と試験要求語彙との共通性に関する一考察─動詞を例に─  

楊 璐琪（上海外国語大学・院） 

7．ポライトネス理論における心的負担への考慮の必要性─依頼場面に関する日本人大学生中 

国人大学生のデータから─                                   趙 丹楠（大東文化大学・院） 

司会：呉 川（日本大学） 

16:35～16:40 閉幕の辞：会長 彭 飛（京都外国語大学）  

※ 閉幕後に拡大理事会が開催された。 

 

３．月例会報告（2023 年１月～４月） ※詳細は当学会 HP に掲載 

■日 時：1 月 28 日（土）17:00-19:00（オンライン） 

発表者：许佳琳（北京科技大学博士前期課程） 

テーマ：日本語の中国語訳における長文の「分訳」に関する一考察─調査報告書の中の長文を 

例に─ 

■日 時：2 月 18 日（土）17:00-19:00（オンライン） 

 発表者：崔 子銘（京都外国語大学外国語学研究科博士前期課程） 

 テーマ：日本語の「受ける」からみた日本語の「授受動詞」の用い方の特徴の考察─中国語と日

本語における「授受動詞」の相違をめぐって─ 

■日 時：3 月 18 日（土）17:00-19:00（オンライン） 

 発表者：王 大釗 (上海外国语大学博士二年級) 

 テーマ：日本語格助詞体系における連体助詞「の」の文法機能に関する再考察 

■日 時：4 月 15 日（土）17:00-19:00（オンライン） 

発表者：劉丹丹（遼寧師範大学外国语学院副教授） 

 テーマ：中日の都市公式トップページの言語景観対照研究─大連市と神戸市を例に─ 

 

 事務局より  

1） 学会の入会申請は、日中対照言語学会のホームページ上で受け付けております。申請ができ

なかった場合は入会担当の 相原里美副委員長（xiangyuanlimei@gmail.com）、または安本真弓

事務局長（yasumoto@cap.ocn.ne.jp）までご連絡ください。年会費は社会人 4,000 円、院生 2,000

円となっております。 

2）【年会費の納入願い】 

年会費は、郵便振込用紙を送付しておりますので、ご納入いただきますようお願いいたしま

す。何かご不明な点がありましたら、会計担当の曹泰和副委員長（soutaiwa@meikai.ac.jp）に

お問い合わせください。 

3） 学会会報、大会、月例会開催などの通知は、ホームページに掲載するほか、メールでもご連

絡しております。アドレスが不明の方がいらっしゃいますので、ぜひ事務運営委員会

（xuehuijimu@googlegroups.com）までお知らせいただきますようお願いいたします。アドレ

スの変更に関しても同様にお願いいたします。 

4）【学術研究会発表者募集中】  

学術研究会（旧：月例会）発表者は随時募集しております。ご発表を希望される方は、学術

研究会運営委員会（rizhongduizhaoyanyuxuehui@hotmail.com）までお申し込みください。なお、

申込に関する詳細情報などはホームページ上でご案内しております。 

5）【中国在住会員の年会費納入及び学会誌送付】 

  年会費（一般会員：200 人民元、学生会員：100 人民元）は会計年度（毎年 4 月 1 日～翌年 3 

月 31 日）内にご納入ください。納入方法（中国国内銀行の振込口座情報等）に関してはすで

に中国在住会員にお知らせしておりますが、ご不明な方はメールにて中国分会事務局

（rzyydzfh@163.com）にお問い合わせください。 

  学会誌については、準備が整い次第、電子版を送付する予定です。 

mailto:xiangyuanlimei@gmail.com
mailto:yasumoto@cap.ocn.ne.jp
mailto:soutaiwa@meikai.ac.jp
mailto:xuehuijimu@googlegroups.com
mailto:rizhongduizhaoyanyuxuehui@hotmail.com）まで
mailto:rzyydzfh@163.com

